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The purpose of the this study was to investigate the effect of the Condition Monitoring System Using Mobile Internet（CMSUMI）
exerts on the conditioning education, and the subject to train up the self-management ability of the conditioning. The subjects were 25 of 
the fencers university students. The consciousness analyzed the effectivity of CMSUMI, and the physical condition management and the 
conditioning in questionnaire. 
The main results obtained were as follows： 
1. CMSUMI wasn’t sufficiently utilized. It is thought of as the solution, we will have to do the customize which suited subjects. 
Continuously, if CMSUMI must be used, both of the operation and the entry work which subjects does will have to be made handy. 
2. If subjects recognizes meaning of the physical condition management and the conditioning deeply, CMSUMI will be used many times. 
In case of being that the analysis of us, that the administrator of CMSUMI secures enough time and to increase a communication with 
the player are important. 
3. In Subjects, before entering a university, it found that there was not an interest about the importance of the physical condition 
management, the necessity of the conditioning. 
4. By educating the conditionig evaluation which we clarified after entering a university in subjects, they expect that they have the 
possibility that they change as they do a conditioning independently. 
5. That we should take notice is the conditioning item which they didn't have an interest in. Then, they should become the subject of the 
most important conditioning education. 
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に所属する男子20名および女子 5 名の計25名（ 4 年生 7 名、 




























年 9 月～2011年 3 月であり、○または×を選択消去する方














以下の 2 項目であり、回答の選択肢は 4 択とした。 
 3-1-1．CMSUMIの簡便性に関する質問（11問） 
 3-1-2．CMSUMIの意義に関する質問（ 8 問） 
 体調管理およびコンディショニングに関する意識調査の内
容は以下の 5 項目であり、回答の選択肢は 5 択とした。 




に関する質問（ 7 問） 









手権大会終了後の2011年12月 3 日に配布し12月 6 日に回収




1 起床時体重：　㎏ 10 今日の起床時に疲労感があったか？
2 起床時体温：℃ 11 痛む部位はあるか？
3 起床時間：　時　分 12 バランスのとれた食事を朝昼晩と食べたか
4 睡眠時間：時間　分 13 今日は筋トレをやったか？
5 練習前体重：　㎏ 14 今日の疲労解消はできたか？
6 練習後体重：　㎏ 15 今日の練習は満足できたか？
7 練習前体脂肪率：％ 16 水分を3リットル以上飲んだか？
8 水分摂取：約 リットル 17 昨晩の睡眠は十分だったか？
9 補食を含む摂食回数：回
1 起床時体温：℃ 9 朝食の有無
2 起床時間：　時　分 10 昼食の有無
3 睡眠時間：時間　分 11 夕食の有無
4 練習前体重：　㎏ 12 便の状態：硬・ふつう・軟
5 練習後体重：　㎏ 13 不安がある：
6 練習前体脂肪率：％ 14 食欲がある：
7 水分摂取：約 リットル 15 疲労がある：


















はパソコン用統計ソフトIBM SPSS Statistics19 for Windows































































































































































63 CMSUMの記録機能についてはすぐに理解できた。 28.0 20.0 20.0 32.0
64 CMSUMの記録機能はわかりやすかった。 20.0 20.0 20.0 40.0
65 CMSUMそのものへの登録は容易だった。　 32.0 16.0 24.0 28.0
66 CMSUMIを使って夏休みなどの健康管理がしやすかった 22.7 50.0 27.3 0.0
67 携帯による体調記録をほぼ毎日実行できた 22.7 31.8 40.9 4.5
68 携帯による体調管理の記録は毎日分記入したが週に1回などまとめて記入していた 9.1 18.2 22.7 50.0
69 携帯による体調管理は楽だった 18.2 54.5 22.7 4.5
70 携帯による体調管理を忘れずに返信できた 13.6 18.2 45.5 22.7
71 携帯による体調管理は自分に適している方法だ 4.5 36.4 40.9 18.2
72 携帯による体調管理は便利だと思った 27.3 40.9 27.3 4.5
73 携帯による体調管理よりも紙で記録する方が良い 27.3 13.6 31.8 27.3
74 携帯による体調管理に、常時アドバイスを返してほしい 18.2 22.7 50.0 9.1
75 携帯で返信した内容をトレーナーは確認しなくても良い 0.0 22.7 50.0 27.3
76 携帯で体調管理をすることは効果的だ 18.2 50.0 27.3 4.5
77 携帯で体調管理をすることには重要な意味がある 13.6 63.6 18.2 4.5
78 携帯で体調管理をして競技成績が上がった 9.1 22.7 45.5 22.7
79 携帯で体調管理をして日々の練習を振り返れた 40.9 45.5 13.6 0.0
80 携帯による体調管理を継続したい 9.1 40.9 36.4 13.6













































































































察は表 2 および表 3 の分析で述べたことと基本的に同じで


















































































1 40．コンディショニングが競技の成績に良い影響を与えると思う。 48.0 40.0 0.0 8.0 4.0
2 41．コンディショニングが基礎体力を向上させると思う。 68.0 16.0 0.0 12.0 4.0
3 50．風邪をひいたり体調を崩すことはなかった。 20.0 20.0 0.0 48.0 12.0
4 54．怪我をしなくなった（することが減った）。 36.0 32.0 0.0 24.0 8.0
5 56．体調管理などの健康教育は重要だと思う。 60.0 32.0 0.0 0.0 8.0
6 59．コンディショニング・サポートは試合の時に必要だ。 60.0 36.0 0.0 4.0 0.0
7 60．コンディショニング・サポートは練習全般で必要だ。 48.0 16.0 0.0 32.0 4.0
8 61．コンディショニング・サポートがあると安心だ。 60.0 20.0 0.0 16.0 4.0
9 10．体調管理は監督やコーチが行うものだ。 12.0 4.0 0.0 32.0 52.0
10 28．体調管理のためにトレーナーが必要だ。 72.0 20.0 0.0 4.0 4.0
11 29．体調管理のために医師が必要だ。 24.0 16.0 0.0 48.0 12.0
12 30．体調管理のために理学療法士が必要だ。 36.0 12.0 0.0 44.0 8.0
13 31．体調管理のために栄養士が必要だ。 60.0 8.0 0.0 20.0 12.0
14 11．体調管理という意味を知っていた。 20.0 64.0 0.0 12.0 4.0
15 12．体調管理の方法を知っていた。 44.0 28.0 0.0 24.0 4.0
16 13．体調管理を行うことで得られるメリットを知っていた。 48.0 32.0 0.0 8.0 12.0
17 27．体調管理のために疲労解消は重要だ。 48.0 48.0 0.0 0.0 4.0
18 36．体調管理のために必要な各種セミナーが必要だ。 32.0 8.0 0.0 36.0 24.0
19 37．体調管理のためにメルマガのような情報提供が必要だ。 40.0 4.0 0.0 24.0 32.0
20 51．疲労を適切に解消する手段を知っている。 48.0 20.0 0.0 24.0 8.0
21 52．痛みを適切に軽減する手段を知っている。 68.0 16.0 0.0 8.0 8.0
22 53．怪我を防ぐ手段を知っている。 48.0 24.0 0.0 24.0 4.0
23 55．体力や競技力を向上させるトレーニング方法を知っている。 76.0 16.0 0.0 4.0 4.0
24 16．体調管理のために体温を計ることは重要だ。 24.0 16.0 0.0 44.0 16.0
25 17．体調管理のために睡眠の質を考えることは重要だ。 32.0 56.0 0.0 4.0 8.0
26 18．体調管理のために食事の質を考えることは重要だ。 56.0 40.0 0.0 0.0 4.0
27 32．体調管理のために定期的な体調診断が必要だ。 24.0 20.0 0.0 40.0 16.0
28 33．体調管理のために定期的な血液検査が必要だ。 16.0 16.0 0.0 48.0 20.0
29 34．体調管理のために定期的な体力測定が必要だ。 68.0 4.0 0.0 24.0 4.0
30 35．体調管理のために定期的な心理テストが必要だ。 32.0 16.0 0.0 40.0 12.0
31 19．体調管理のために水分摂取量を管理することは重要だ。 36.0 48.0 0.0 0.0 16.0
32 20．体調管理のために筋力トレーニングは重要だ。 56.0 24.0 0.0 16.0 4.0
33 21．体調管理のためにストレッチングは重要だ。 52.0 40.0 0.0 0.0 8.0
34 22．体調管理のために入浴は重要だ。 40.0 32.0 0.0 20.0 8.0
35 23．体調管理のためにアイシングは重要だ。 48.0 24.0 0.0 20.0 8.0
36 24．体調管理のためにテーピングは重要だ。 56.0 16.0 0.0 20.0 8.0
37 25．体調管理のために温冷交替浴は重要だ。 76.0 8.0 0.0 12.0 4.0
38 26．体調管理のために超音波やアスリートミニなどの物理療法は重要だ。 68.0 12.0 0.0 16.0 4.0
39 08．体調管理（日々の運動、食事、メンタル等）を行うことは重要だ。 52.0 40.0 0.0 4.0 4.0
40 09．体調管理は必要だ。 44.0 48.0 0.0 4.0 4.0
41 14．体調管理はチームとして行うべきだ。 36.0 16.0 0.0 36.0 12.0
42 15．体調管理は面倒だ。 20.0 28.0 0.0 24.0 28.0
43 38．体調管理は手軽にやれるものだ。 12.0 20.0 0.0 44.0 24.0
44 39．体調管理は面倒でもやらなければならないと思う。 56.0 32.0 0.0 0.0 12.0
45 42．授業期間中に体調管理はできていた。 36.0 20.0 0.0 28.0 16.0
46 43．試験期間中に体調管理はできていた。 16.0 16.0 0.0 52.0 16.0
47 44．部としての体調管理の指示を受けたから渋々やっていた。 20.0 4.0 0.0 36.0 40.0
48 45．夏休みや冬休みなどの長期休暇の際にも体調管理はできていた。 32.0 24.0 0.0 28.0 16.0
49 46．生活習慣（食事や睡眠時間が不規則）がきちんとしている。 16.0 32.0 0.0 36.0 16.0
50 47．生活態度（食事の質や睡眠の質が悪い）がきちんとしている。 8.0 44.0 0.0 36.0 12.0
51 48．フェンシングと大学の勉強を両立している。 36.0 32.0 0.0 12.0 20.0
52 49．筋力トレーニングなどのフィジカルトレーニングをしっかりやっている。 44.0 16.0 0.0 36.0 4.0
53 57．コンディショニング・サポートは個人的に必要だ。 56.0 20.0 0.0 16.0 8.0
54 58．コンディショニング・サポートはチームにとって必要だ。 76.0 20.0 0.0 0.0 4.0
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